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  ―生態学的リテラシーの育成― 
2.1 意味の崩壊の世紀としての 21 世紀 
－認識・実践・実存／意志、それぞれに基づく意味の崩壊－ 
2.1.1 認識に基づく意味とその崩壊 
―「1990 年代 10 年間飢餓人口増加 3 千万に対し、2007 年-8 年 1 年間増加 1 億 5 千
万人」が捉えられていない状況― 




































のうち 10 億に当たる人口が飢餓の下にあるという事態、及びその情報が 67 億の殆どに入
手されていない事態である。第二に、その帰結として、世界（即ち人間生態系上）のほか
の事象がその「先行する事態」との関連で捉えられ、認識されていないということである。









現在、毎年 1000 万人が飢餓故に亡くなっている。太平洋戦争戦没者 660万人余りといわれ
ているのと比して、1 年間で世界大戦数年間合計死亡者の 5 割強の人が亡くなっていってお
り、それは 2050年まであと 40年で確実に毎年増大していくと考えられている。サブプラ
イムローン危機 2007年からリーマンショック 2008年まで、1 年で飢餓人口が 8.5 億から
10 億に、つまり 1 億 5 千万人増えた。 
国際連合食糧農業機関は 2009年 6月 19日プレスリリース（日本事務所の場合）でこの
情報を発表している。それが共有されていない。 
この 1年間の増加に対して、1990 年代 10 年間に飢餓人口は 8 億から 8 億 3千万人、即ち
3 千万人の増加である（西川潤 2005）。このような、文字通り注目すべき事態が取り上げら
れていないことが、現在の人間生態系の状況を物語っている。 
世界総人口 67億のうち 10億、即ち 6－7人に一人といっても、それは例えば上記タンザ
ニア、エチオピアを含む、アフリカに偏在すると考えられるかもしれない。しかし、アメ















































































































億の当事者と、当事者でない 67 億のうちの 10億以外の人の直面する状況が、自分もその
一人である人間生態系の危機として捉えられていない。その結果、人間生態系の危機とい
う事態の把握、及びそれを形作るべき諸概念の形成の不在として意味の崩壊が進んでいる。 
今世紀に先立つ 20 世紀は、「世界の存在の意味を問う世紀」と呼ばれた（木田 1996）。
本論では見てきた上記の世界の状況は、今世紀が「意味の崩壊の 21 世紀」であることを物
語っている。それも、今世紀が人間の、人間生態系の、最も根源的なものとしての「生き





























































































上記と共に注目すべきは、「10 億飢餓」について、国連食糧農業機関 2009.6.19 プレスリ
リース、「アメリカ合衆国で 3 万から 3万 5 千人スープキッチン人口」などの報道自体はな
されている事実である。にもかかわらず、それが殆どの人口に伝わらない、また、その報
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This paper presents the following discussions on the Japanese language education for children 
overseas; 1.language education as development of ecology of meaning; 2. relationship between 
linguistic ecology and language education; 3.view of language acquisition, based on linguistic 
ecology. 
 
